
自主防災をみんなで考えましょう！

篠岡小学校区地域協議会 防災防犯部会
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避難した人達が協力し助け合い運営する。
避難所運営の主人公は避難者の皆さんです！

誰が！ どの様に！
避難所の運営をするのでしょうか？
自主防災会、婦人消防クラブ、行政、消防、警察、病院、自衛隊、

ボランティアすべての人々が協力、助け合うことが重要ですが。。。

各地区から徒歩・車で
避難者が押し寄せて来ました！

平成２８年度 〖避難所運営を考えましょう！〗のテーマ ２



宮城県沖地震 2005年8月16日11時46分25秒
マグニチュード7.2 最大震度は6弱 当時、今後３０年以内
にM7.5の地震が99％の確率で発生すると予測されていました。

十勝沖地震 2003年9月26日 マグニチュード8.0 当時、

今後３０年以内に地震が６０％の確率で発生すると予測されて
いました。

発生確率が高い地域においては、より地震への事前対策が重要に
なりますが、例え現在確率が低い場所で あっても、阪神・淡路及び
新潟中越地震の例があるので、

日頃から十分な地震への意識を高め、巨大地震に対する
備えが重要です。

地震以外の自然災害、事故、その他の30年発生確率

１ 台風で死亡 0.01% ６ 空き巣 3.40%

２ 台風で負傷 0.48% ７ ひったくり 1.20%

３ ガンで死亡 6.80% ８ す り 0.58%

４ 心疾患で死亡 3.40% ９ 強 盗 0.16%

５ 肺炎で死亡 2.00%

《危機意識》を更に持って頂く為に《地震の発生率》を考えてみましょう！

これって、
高い確率
でしょうか？？

「30年以内に発生する確率です」 と聞くと！

何んとなく 「起きそうにない」 気がするね！

何んとなく 「ずい分先の話」 のような気がするね！

② 今後 30年以内 に 地震以外の災害 に遭遇する確率を見てみましょう。

交通事故で死亡する確率は → 約 ０．２％
交通事故で怪我をする確率は → 約 ２０％

③ この地震以外の災害に遭遇する確率からすると
「東海地震」「東南海地震」「南海地震」が発生する確率８７％、６０％、５０％は、
高いのでしょうか？ それとも低いのでしょうか？
皆さんは、どう感じますか？

「近いうちに巨大地震が来る」といつも私たちは耳にしています。
そして、「地震が発生する確率」に関する数値も、報道機関などにより見る事が多くなりました。
そこで地震の発生確率について考えましょう！

① 今後、３０年以内に巨大地震の発生する確率

「東海地震」 ８７％

「東南海地震」 ６０％

「南海地震」 ５０％

火災で死亡する確率は ➤ 約 ０．２％
火災で負傷する確率は ➤ 約 ２．０％

備えは危機感
から始まる！
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過去の大震災と南海トラフ巨大地震の比較！ 今にでも襲う、南海トラフ巨大地震！

４

地 震 名 発生日
発生
時間

マグネ
チュード

最大
震度 死傷者数 倒壊数

東海地震

？？？ ？？？ Ｍ 8.0

7

死者 住家全壊

発生確率予想 （予想）
行方

不明者
住家半壊

30年 88% 負傷者
住家

一部損傷

熊本地震

2016年 M 6.5 7 死者 239 住家全壊 8,671

4.14 21:26 M 7.3 7
行方

不明者
住家半壊 34,467

4.16 1:25 負傷者 2,780
住家

一部損傷 160,468

東日本
大震災

2011年
3.11

14:46 M 7.9 7

死者 19,533 住家全壊 121,768

行方
不明者 2,585 住家半壊 280,160

負傷者 6,230
住家

一部損傷 744,396

新潟県
中越地震

2004年
10.23

17:56 M 6.8 5弱 死者 68 住家全壊 3,175

18:11 ～
行方

不明者
住家半壊 13,810

18:34 7 負傷者 4,805
住家

一部損傷 105,682

阪神・淡路
大震災

1995年
1.17

5:46 M 7.3 7

死者 6,434 住家全壊 104,906

行方
不明者

3 住家半壊 144,274

負傷者 43,792
住家

一部損傷



自助・共助・公助 の再確認

共 助
地域・町内会
自主防災組織など地域
住民が相互に助け合う
こと。

○ 自主防災組織の初動活動

○ 地域で防災訓練を実施

● 被災当初の救出・初期消火

● 避難所の運営など

● 地域の行事に参加して顔の

見える関係をつくる。

公 助
行政機関

国・県・市や警察、消防
など行政機関による
防災活動

○ 総合的な防災対策の実施

○ 「自助」「共助」の推進

● 総合防災訓練の実施

● 自主防災会の育成・指導

● 防災意識の普及・啓発

自 助
自分と家族

自分と家族の安全は
自分で守る。
（防災の基本）

○ 食糧、飲料水などの備蓄

○ 家の耐震診断・耐震改修

○ 家具の固定

● ラジオなどによる情報収集

● 家族での安否確認方法を確認

● 避難所と避難経路の確認

５

巨大地震へ備える！

個人の判断（防災の
基本です）

近所付き合いが
大切です。

行政と町内会の連携
が重要です！
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役　　割 氏　　名 住　　　所 電　　話 担　当　（班）

本　　部・
避難所運営

宅地・ガーデンﾀｳﾝ

避難誘導・
避難所運営

広報・避難誘導

救出・救護・消火

活動班長　　Ⅰ 救出・救護・消火  1 .2 .3 .4 .5

活動班長　　Ⅱ 救出・救護・消火  6 .7 .8 .9 .10

活動班長　　Ⅲ 救出・救護・消火  11 .12 .13.14.15

活動班長　　Ⅳ 救出・救護・消火  16 .17

県営篠岡住宅　　

避難誘導・
避難所運営

広報・避難誘導

救出・救護・消火

活動班長　　Ⅰ 救出・救護・消火  1 .2 .3 .4 .5 .6 .7 .8

活動班長　　Ⅱ 救出・救護・消火  9 .10 .11～16

活動班長　　Ⅲ 救出・救護・消火  17 .18 .19～24

〈第3町内会〉 県営篠岡第2住宅

避難誘導・
避難所運営

広報・避難誘導

救出・救護・消火

活動班長　　Ⅰ 救出・救護・消火  1 .2 .3 .4

活動班長　　Ⅱ 救出・救護・消火  5 .6 .7

活動班長　　Ⅲ 救出・救護・消火  8 .9 .10 .11

〈第4町内会〉 スカイステージ33

避難誘導・
避難所運営

広報・避難誘導

救出・救護・消火

活動班長　　Ⅰ 救出・救護・消火  1 .2 .3

活動班長　　Ⅱ 救出・救護・消火  4 .5 .6

活動班長　　Ⅲ 救出・救護・消火  7 .8 .9

避難所運営

避難所運営

避難所運営

活動本部長

会　　　　　　計

書　　　　　　記

会　計　監　査

活動本部長

副　　会　　長

情報連絡部長

活動本部長

副　　会　　長

情報連絡部長

情報連絡部長

自主防災会組織　及び　任務分担一覧表

役　　　　名

会　  　長

〈第1町内会〉

副　　会　　長

情報連絡部長

活動本部長

〈第2町内会〉

副　　会　　長
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８
人 口 ６，５５０人

世帯数 ２，３５９戸

避難所
篠岡小学校

篠岡中学校

池之内区

林 区
自主防災会

篠岡第１区

篠岡第２区

篠岡第３区

自主防災会

自主防災会

自主防災会

自主防災会

行 政
（小牧市、消防、警察、病院など）

避難場所

避難場所

避難場所避難場所

自主防災活動に対する連携イメージ図篠岡小学校区



各区自主防災会で運営が基本であるが

篠岡小学校区全体での活動の連携化を目指す

連携運用のテーマ

① 運営組織構築
② 避難所運営マニュアル
③ 各区民による訓練

篠岡小学校区での防災体制を作りませんか？

地域防災本部？？

林

区

自
主
防
災
会

池
之
内
区

自
主
防
災
会

篠
岡
第
一
区

自
主
防
災
会

篠
岡
第
二
区

自
主
防
災
会

篠
岡
第
三
区

自
主
防
災
会

地 域 防 災
自主防災組織の活動！
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現在、作成中の避難所運営マニュアルです。

篠岡小学校区地域協議会

防災防犯部会のメンバーが

協働で協力して、平成３０年

３月 完成を目指して頑張っ

てます！

参考資料



初動期の避難所開設手順
１．指定避難所
篠岡小学校

２．発災時期
冬で雨が降り、夜間。（午後11時）

３．初動期の活動（翌日の朝まで）

１０

地 震 発 生

【 体 育 館 】
・照明設置・通路確保
・各区単位の避難位置設定・避難者の誘導
・ケガ人、救護スペースの設定
・授乳スペースの設置
・トイレ確認

【 運 動 場】
・車中泊避難者の駐車誘導
※校舎から離れた場所優先
※車通路の確保(７ｍ程度)
・運動場のトイレ確認

【緊急初動班（２名：市職員）】
●体育館と備蓄倉庫の鍵を開錠
●校門は無施錠。●体育館の分電盤の鍵あり。●校舎の鍵なし。

【集まったスタッフが中心】
●体育館の安全を確認
●建物損傷、ガラス、ガス漏れ、漏水など

【トイレ使用不可の場合】
☆仮設トイレの設置
☆仮設トイレが設置されるまでは、簡易トイレ（凝固剤付）を使用。

【最低限確保品】

１．仮設トイレ

２．飲料水・食料

３．毛 布

４．照 明

これが出来る
でしょうか？



篠小 篠中 東部市民 合計

乾パン ３８４ ３８４ ４２０ １，１８８

簡易トイレ（凝固剤付） １０ － － １０

災害弱者兼用トイレ ２ ２ ２ ６

真空パック毛布 １４０ １４０ １４０ ４２０

真空パックタオル ２００ ２００ ２００ ６００

給水袋（10ℓ） ３００ ３００ ３００ ９００

給水袋（5ℓ） － ４００ － ４００

給水タンク（500ℓ） ２ ２ ２ ６

多人数救急箱 １ １ １ ３

移動式炊飯器(はそり鍋) １ １ １ ３

発電機（燃料入り） ２ ２ － ４

スコップ １０ １０ １０ ３０

バケツ ２０ ２０ ２０ ６０

ハンドマイク １ １ １ ３

■ 備蓄品リスト

■ 自助の部分参考データ

①家具固定率：約35％（東海） 約25％(全国) ⇒ 100％(目標)

全世帯で家具が固定されていれば、被害は相当少なくなる。

②世帯の食糧等備蓄率：約60％（東海） 約45％（全国） ⇒ 100％(目標)

全世帯で備蓄されていれば、発災当初の物資の心配はなくなる

■ 各地区防災倉庫
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自主防災会・婦人消防クラブ 役員・担当者

深刻な課題です！

町内会の誰かがやらなければ！

今、やれることから地域住民が協力して、
自主防災が実践できる地域を築きましょう！

備え！ が最高の避難です！自分の命を守ります！

明日にでも巨大地震が発生するかも知れません！

少子高齢化

１年交代

実践出来る組織への課題 １２



人間の意識の課題

災害への危機感は？

１３

この地域は大丈夫だ！

起きて見ないと分からない！

心配ない！

起きてから分かるのが自然災害です。
そして、後で後悔するのが人間です。



１４

皆さんへのお願いです！

どうか！みなさん！
危機意識を持って、出来ることから
巨大地震へ備えていきましょう！

家庭に水・食料など備えていますか？

近所で助け合いが出来ますか？

町内会の自主防災活動が出来ますか？

町内会に災害時居住者名簿はありますか？

避難所運営組織はありますか？

避難所に緊急用の
水・食料・毛布・仮設トイレなどが備えてありますか？



・災害対策本部の設置
・各班の活動体制の指示、及び各班の調整
・住民の安全と所在の確認
・市災害対策本部との連絡
・在宅被災者の確認
・防災関係機関との情報授受
・被害状況の把握と防災関係機関への速報
・学校や事業所等との協力
・連絡手段の確保

・避難所の開設及び避難所運営
・避難所施設管理者との打ち合わせ
・避難者名簿の作成及び市災害対策本部との連絡
・地区災害対策本部との連絡
・避難所内の班編成
・トイレの設置等

・出火防止、被害抑制、混乱回避、秩序維持等の
広報活動
・出火状況の広報、消火活動への協力の呼びかけ
・被害状況の集計等
・避難勧告、指示等の広報
・河川の水位、危険個所等の警戒

・初期消火活動
・消防車等の誘導
・部外者（ヤジウマ）の排除
・防災関係機関への協力
・防災関係機関への情報提供
・土のう作成等の水防活動
・スコップ等の水防資機材の調達

・災害弱者（高齢者・身障害者）の安全確保や支援
・仮救護所の開設
・負傷者の応急手当、搬送等の救護活動
・救急車の要請及び誘導
・災害関係機関の救護所での協力
・救出・救護活動の住民協力要請
・住民の安全確認及び本部との連絡

・組織的かつ迅速な避難誘導の実施
・安全な避難路の確定
・地域災害対策本部への報告
・災害弱者（高齢者、障害者等）の優先避難
・避難者の人数確認
・避難用具の確保

・地区の被災者、避難者の人数や年齢等の確認
及び、地区災害対策本部への連絡
・炊出しの実施
・市災害対策本部からの非常食、飲料水の受領
・非常食、飲料水の分配
・避難所運営班との協力
・ボランティアとの協力
・避難者への炊出し協力の要請

自主防災会 対応活動内容

本

部

給
食
・給
水
班

避
難
誘
導
班

広

報

班

消
火
・
水
防
班

救
出
・救
護
班

避
難
所
運
営
班

巨大地震
発生

１５
参考資料



１６参考資料



ステージ

トイレ
更
衣
室

器具庫
更
衣
室玄関

篠岡２丁目
篠岡３丁目
避難場所

篠岡１丁目
避難場所

池之内
林

避難場所

けが人
避難場所

通 路

状況判断
予備スペース

状況判断
予備スペース

通 路

通 路

通 路

出
入
口

通
路

通
路




